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農林水産省に入省
　同　農蚕園芸局種苗課
　同　農蚕園芸局総務課
農林水産技術会議事務局振興課
　同　先端研究課民間研究対策室係長
農林水産省大臣官房企画室技術調整室係長
科学技術庁科学技術振興局研究振興課専門職
農林水産省関東農政局農産課課長補佐（土地利用型農業）
　同　経営局女性・就農課課長補佐（就農推進班担当）
　同　消費・安全局農産安全管理課課長補佐

（組換え体企画班担当）
　同　生産局特産振興課課長補佐（加工第１班担当）
　同　生産局生産流通振興課課長補佐（加工第１班担当）
　同　大臣官房政策課課長補佐（政策研究推進班担当）
　同　消費・安全局農産安全管理課課長補佐（総括）
　同　生産局農産部技術普及課課長補佐

（総括及び総務班担当）
経済産業省産業技術環境局産業技術政策課技術
戦略企画官 兼同課成果普及・連携推進室長
農林水産省生産局農産部技術普及課付
国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構
食農ビジネス推進センタープロジェクトプランナー
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◆申込書受付期限／５月１５日（火）　　◆第１次試験／６月２４日（日）

試験の
種類 試験区分 採用予定

人員

受験資格
生年月日

（平成31年4月1日現在の満年齢） 学歴・経験・免許・資格等

大学卒業
程度試験

行　　政 20名程度
平成３年４月２日～
平成９年４月１日生まれ�
　（満22歳～27歳）

◦�学歴は問いません｡

土木技師 若干名 昭和60年４月２日～
平成９年４月１日生まれ�
（満22歳～33歳）

◦�学歴は問いません｡建築技師 若干名
電気技師 若干名

保健師 若干名
昭和60年４月２日～
平成９年４月１日生まれ�
（満22歳～33歳）

◦�学歴は問いません｡
◦保健師免許を有する人（平成31年３月末
までに行われる国家試験により当該免
許を取得する見込みの人を含む。）

短大・高専
卒業程度
試験

土木技師 若干名
昭和60年４月２日～
平成11年４月１日生まれ�
（満20歳～33歳）

◦�学歴は問いません｡

採用予定人員は、変更する場合があります。
試験の実施要項・申込書類は、市役所人事課で配布をしています。また、市ホームページにも掲載していますのでご
覧ください。
行政（高校卒業程度・実務経験者・身体障がい者対象）、土木技師（高校卒業程度）、幼稚園教諭（短大卒業程度）、消防
吏員（高校卒業程度）の試験は、９月に実施します。詳細については、広報いずも８月号（７月２０日発行）でお知ら
せします。
総合医療センター（医療職）の試験については別途広報いずもでお知らせします。　 

◇おたずね／人事課　☎２１－６７９７

平成３１年４月１日採用予定の職員採用試験を次のとおり行います。

平成30年度　出雲市職員採用試験
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支所庁舎の老朽化等に伴い、大社支所を隣接の「旧大社健康福祉センター（通称：燦プ
ラザたいしゃ）」に移転し、新たに「出雲市役所大社支所」とします。

★大社支所市民サービス課の直通電話　地域振興係【☎53-4444】　産業建設係【☎53-4442】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　市民生活係【☎53-3115】　健康福祉係【☎53-3116】
★土地改良区の事務所についても同時に移転します。（移転先：旧大社健康福祉センター２Ｆ）
★大社消防署については、当面は現在の所在地のまま業務を行います。

出雲市役所大社支所庁舎の移転について

業務開始予定日　5月 7日（月）

おたずね／管財契約課 ☎２１－６７９６　大社支所市民サービス課 ☎５３－４４４４

【移転場所】出雲市大社町杵築南１３９５番地 ⇒ 出雲市大社町杵築南１３９７番地２

新：大社支所
（旧：大社健康福祉センター）

現：大社支所

大社消防署

消防車両車庫

　みなさんが子どもの頃にはどんな給食を食べていました
か？現在、学校給食では、栄養バランスのとれた献立が考え
られているのはもちろんのこと、子どもたちに地元産の食材
を食べてもらおうと、地産地消の推進にも積極的に取り組ん
でいます。
　市内に６か所ある給食センターで調理される給食は、１日
にあわせて約 17,500 食！
　このため、給食センターでは大量の食材を調達する必要が
ありますが、物によっては、地元での生産量が充分に無く、
必要数量を確保できないことがあります。また、調理時間に
制約があることから、下処理が必要な食材は使用が限られる
など、全てを地元産でまかなうのは難しいのが現実です。し
かし、そうした中でもできるだけ地元の食材を使おうと、毎月、
関係者による「マッチング会議」が行なわれています。今月
はその様子をご紹介します。
◎マッチング会議とは
マッチング会議は平成 27 年度に
スタートしました。主に野菜に
関して、食材を使用する給食セ
ンターと、供給する側の地元卸
売市場やＪＡとの間で情報交換

　地元でとれる食材のおいしさを再発見してもらい、積極
的に消費してもらいたい！  地元食材や生産者に親しみを
もってもらい、地域への愛着を深めてほしい！ との思いで、
いろいろな情報をお届けします。

今月の担当　農業振興課 ☎21-6557 学校給食課 ☎28-0062Vol.25  学校給食での地産地
消

が行われています。
　学校給食では、およそ２か月前から献立を考えるため、ど
の食材がいつ多量に出荷されるようになるのかを知ることが、
旬の地元食材の使用とスムーズな食材調達に役立っています。
以前には、まだ量があまり出回っていない食材が発注され、
供給側が必要数をそろえるのに苦労する、ということもしば
しばありました。会議が行われるようになってからはこうし
たこともなくなり、地元産食材の使用割合も向上しています。
（H26：市内産 49.9%、県内産 56.2%→H29：市内産 55.8％、
県内産 63.4％）
◎おいしい出雲の一日
　また、各給食センターで
は、毎月１回「おいしい出
雲の一日」を設け、地元食
材をたくさん取り入れた献
立を実施しています。地元
の食材をおいしく食べるこ
とで子どもたちに親しみを
持ってもらい、家庭でも地
産地消の話題が広がるとい
いですね！マッチング会議の様子

出雲学校給食センターの
「おいしい出雲の一日」献立（H30.2.14）

ごはん、牛乳、豚肉の香味焼き、
大根サラダ、神西湖のしじみ汁


